
 

 

 

 

 所要時間  ４５分                 対象  小学生以上  
 

       ○子どもの権利条約の条文カードを使ったランキングゲームを通して、様々な見方・

考え方があることに気づくとともに、自分にも他の人にも大切な権利があることを

理解する。 

 

       ・子どもの権利条約カード（グループ用に１組） ・ノートまたはワークシート 

       

 

 

活動の流れ（指導者の教示、子どもの反応・行動） 留意点 

１ 子どもの権利条約カードを一人 1 組ずつ配布する。 

２ 世界の子ども達の様子や、いじめ、虐待等についての

担任の思いを話し、世界中の子ども達が持っている

「子どもの権利」について学習することを確認する。   

○児童生徒の実態、学習内容

によって、権利条約カード

Ａ版（簡易版）またはＢ版

を使用する。全ての条文を

使わない方法も考えられ

る。 

３ 条約カードを順番に読み上げるのを聞いた後、自分が

特に大切にしたい条文を６つ選び、ランキングを行

う。 

 

４ 近くにいる友だちと３、４人のグループを作り、 

 ・ランキングの理由 

 ・グループの話し合いで迷ったところについて 

  について話す。 

○カードをグループに１組ず

つ配り、グループで話し合

いながら、ランキングをす

る方法もある。 

 

      １  

    ２   ２  

 ３   ３   ３  

６ 一人一人が活動を通して感じたことを、ノートやワー

クシートにまとめる。 

   

７ 活動を通して感じたことを発表する。 

 

○様々な見方・考え方があり、

それぞれに価値があること

や、一人一人が大切な権利

を持っていることを確認す

る。 

留意点等 

 ○子どもの権利条約カードを使って様々な学習が考えられる。 

 ・１人１枚のカードを持ち、自分のカードと似ているカードを探してグループをつくり、それぞ

れのグループとの間に関係がないか考え合う。 

 ・世界の子ども達の問題、いじめ、虐待等の新聞記事を導入に、権利条約カードから、それぞれ

の人権問題とつながる条文を探す。 

・「アニメ『めぐみ』」（北朝鮮当局による拉致問題）の視聴とあわせ、めぐみさんが奪われた権利

について考え合う。 

  ・「子どもの権利条約」を学習した上で、子どもたちが選んだ条文をもとに学級目標を作る。 

 

 

 

ねらい 

展開

開 

導入 

振り 

返り 

子どもの権利条約（児童の権利に関する条約）を学ぼう 

進め方 

準備 



 

                    日本ユニセフ協会作成「子どもの権利条約カードブック」より 

１  

１８才までは

子どもだよ。 

 

 

 

２ 

 どんないじめ

も差別も許せな

い！国や肌の色

がちがっても、

男も女も同じ人

間。平等だね。 

３ 

 子どもにとっ

て 一 番 よ い こ

と、一番の幸せ

を！ 

４ 

 国がしなき

ゃいけないこ

とを果たして

ね。 

 

 

５ 

 親は、子ども

の一番の幸せ

を考えてね。 

６ 

 だれにでもあ

る生きる権利。み

んな生きたい！

大 き く な り た

い！ 

７ 

 生まれたら、

だれにでも名前

や国籍がある

よ。 

８ 

 世界中でたっ

た一人の自分ら

しさを大切に！

私は私。 

９ 

 父と母とく

らしたい。はな

ればなれにな

っても会える

よ。 

 

12 

言いたいこ

と言わせて！

自分の意見や

考えを言う権

利があるんだ。 

13 

 自由に自分を

表現できる！で

も人に迷惑をか

けてはいけない

よ。 

14 

 思うこと、信

じること、心は

自由なんだ！ 

15 

 仲間同士で集

まる権利がある

よ。 

16 

 知られたく

ないことはあ

る。秘密や名誉

は守られるよ。 

 

 

17 

 もっと知り

たい！いろん

なこと。情報を

知る権利があ

る。でも有害な

情報からは守

ってね。 

18 

 父も母も子ど

もを育てる責任

は同じ。国もそれ

を助けて！ 

 

 

 

19 

 親は子どもを

大事に育てて！

痛いめ、ひどい

めにあわせない

で。 

 

22 

 戦争や難民に

なって自分の国

にいられなくな

った子どもは守

られるよ。 

23 

 「障がい」を

もった子ども

もみんな仲間

として共に生

きていこう。社

会に出ていけ

るよ。 

24 

 病気になっ

たら元気にな

るまで看病し

てね。健康に生

きる権利があ

るよ。 

26 

 苦しい生活で

も安心できるよ

うに、国の助け

を！社会保しょ

うを受けられる

よ。 

27 

 人間らしい生

活、くらしやす

い生活を！ 

28 

 みんな学びた

い！学校で楽し

く勉強したい！ 

 

29 

 一人ひとり

が大切にされ、

伸びることの

できる教育

を！ 

30 

 いろんな文

化を認め、ちが

いが豊かさに

なるように。 

31 

 もっと遊びた

い、休みたい！ス

ポーツや芸術を

楽しみたいな。 

 

32 

 子どもの成長

をさまたげるよ

うな仕事はさせ

ないで。 

34 

 性的ないやが

らせや、売春の

相手にさせない

で！ 

36 

 子どもにと

ってよくない

ことはすべて

禁止して！ 

38 

 戦争にまき

こまないで！ 

「子どもの権利条約」カード 
（Ａ版） 



 

                     

日本ユニセフ協会作成「子どもの権利条約カードブック」より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１条 子どもの定義 

18歳になっていない人を子どもと

します。 

 

 

 

 

第２条 差別の禁止 

すべての子どもは、みんな平等にこの条約に

ある権利をもっています。子どもは、国のちが

いや、男か女か、どのようなことばを使うか、

どんな宗教を信じているか、どんな意見をも

っているか、心やからだに障害があるかない

か、お金持ちであるかないか、などによって

差別されません。 

第３条子どもにとってもっともよいことを 

子どもに関係のあることを行うとき

には、子どもにもっともよいことは

何かを第一に考えなければなりま

せん。 

 

 

 

第４条 国の義務 

国は、この条約に書かれた権利を

守るために、できるかぎりのことを

しなければなりません。 

第５条 親の指導を尊重 

親(保護者)は、子どもの心やから

だの発達に応じて、適切な指導を

しなければなりません。国は、親の

指導する権利を大切にしなければ

なりません。 

 

 

第６条 生きる権利・育つ権利 

すべての子どもは、生きる権利をも

っています。国はその権利を守るた

めに、できるかぎりのことをしなけ

ればなりません。  

 

 第７条 名前・国籍をもつ権利 

子どもは、生まれたらすぐに登録

（出生届など）されなければなりま

せん。子どもは、名前や国籍をも

ち、親を知り、親に育ててもらう権

利をもっています。 

第８条 名前・国籍・家族関係を守る 

国は、子どもの名前や国籍、家族

の関係がむやみにうばわれること

のないように守らなくてはなりませ

ん。もし、これがうばわれたときに

は、国はすぐにそれを元どおりにし

なければなりません。 

 

第９条 親と引き離されない権利 

子どもは、親といっしょにくらす権利

をもっています。ただし、それが子

どもにとってよくない場合は、はな

れてくらすことも認められます。は

なれてくらすときにも、会ったり連絡

したりすることができます。 

第 10 条 他の国の親と会える権利 

国は、はなればなれになっている家族

がお互いが会いたい、もう一度いっし

ょにくらしたい、と思うときには、できる

だけ早く国を出たり入ったりすることが

できるように扱わなければなりませ

ん。親がちがう国に住んでいても、子ども

はいつでも親と連絡をとることができます。 

第 11 条 よその国に連れさられない権利 

国は、子どもがむりやり国の外へ

連れ出されたり、自分の国にもど

れなくなったりしないようにしなけれ

ばなりません。 

 

 

 

第 12 条 意見を表す権利 

子どもは、自分に関係のあることに

ついて自由に自分の意見を表す権

利をもっています。その意見は、子

どもの発達に応じて、じゅうぶん考

慮されなければなりません。 

「子どもの権利条約」カード 
（Ｂ版） 



 

 

 

 

 

第 13 条 表現の自由 

子どもは、自由な方法でいろいろ

な情報や考えを伝える権利、知る

権利をもっています。ただし、ほか

の人に迷惑をかけてはなりませ

ん。  

 

 

第 14 条思想・良心・信条の自由 

子どもは、思想・良心および宗教

の自由についての権利を尊重され

ます。親（保護者）は、このことにつ

いて、子どもの発達に応じた指導

をする権利および義務をもってい

ます。 

第 15 条 結社・集会の自由 

子どもは、ほかの人々と自由に集

まって会をつくったり、参加したりす

ることができます。ただし、安全を

守り、きまりに反しないなど、ほか

の人に迷惑をかけてはなりませ

ん。 

第 16 条プライバシー名誉は守られる 

子どもは、自分のこと、家族のくら

し、住んでいるところ、電話や手紙

など、人に知られたくないときは、

それを守ることができます。また、

他人からほこりを傷つけられない

権利があります。 

 

第 17 条 適切な情報の入手 

子どもは、自分の成長に役立つ多くの

情報を手に入れることができます。国

は、マスメディア（本・新聞・テレビなど）

が、子どものためになる情報を多く提

供するようにすすめ、子どもによくない

情報から子どもを守らなければなりま

せん。 

第 18 条 子どもの養育はまず親に責任 

子どもを育てる責任は、まずその

父母にあります。国はその手助け

をします。 

 

 

第 19 条 虐待・放任からの保護 

親（保護者）が子どもを育てている

間、どんなかたちであれ、子ども

が暴力をふるわれたり、むごい扱

いなどを受けたりすることがないよ

うに、国は子どもを守らなければ

なりません。 

 

第 20 条 家庭を奪われた子どもの保護 

子どもは、家族といっしょにくらせな

くなったときや、家族からはなれた

方がその子どもにとってよいときに

は、かわりの保護者や家庭を用意

してもらうなど、国から守ってもらう

ことができます。 

第 21 条 養子縁組 

子どもを養子にする場合には、そ

の子どもにとって、もっともよいこと

を考え、その子どもや新しい父母の

ことをしっかり調べたうえで、国や

公の機関だけがそれを認めること

ができます。 

第 22 条 難民の子ども 

ちがう宗教を信じているため、自

分の国の政府と違う考え方をして

いるため、また、戦争や災害がお

こったために、よその国にのがれ

た子ども（難民の子ども）は、その

国で守られ、援助を受けることが

できます。 

第 23 条 障害のある子ども 

心やからだに障害があっても、そ

の子どもの個性やほこりが傷つけ

られてはなりません。国は障害の

ある子どもも充実してくらせるよう

に、教育やトレーニング、保健サー

ビスなどが受けられるようにしなけ

ればなりません。 

第 24 条 健康・医療への権利 

国は、子どもがいつも健康でいられ

るように、できるかぎりのことをしな

ければなりません。子どもは、病気

になったときや、けがをしたときに

は、治療を受けることができます。 

 

 第 25 条病院などの施設に入っている子ども 

子どもは、心やからだの健康をと

りもどすために病院などに入って

いるときに、その治療やそこでの

扱いがその子どもにとってよいも

のであるかどうかを定期的に調べ

てもらうことができます。 

 

第 26 条 社会保障を受ける権利 

子どもやその家族が生活していく

のにじゅうぶんなお金がないときに

は、国がお金をはらうなどして、くら

しを手助けしなければなりません。 

 

第 27 条 生活水準の確保 

子どもは、心やからだのすこやかな

成長に必要な生活を送る権利をも

っています。親（保護者）はそのた

めの第一の責任者ですが、親の力

だけで子どものくらしが守れないと

きは、国も協力します。 



 

 

 

第 28 条 教育を受ける権利 

子どもには教育を受ける権利があります。国はすべ

ての子どもが小学校に行けるようにしなければなり

ません。さらに上の学校に進みたいときには、みんな

にそのチャンスが与えられなければなりません。学校

のきまりは、人はだれでも人間として大切にされるとい

う考え方からはずれるものであってはなりません。 

 

第 29 条 教育の目的 

教育は、子どもが自分のもっているよいところをどん

どんのばしていくためのものです。教育によって、子

どもが自分も他の人もみんな同じように大切にされる

ということや、みんなとなかよくすること、みんなの生

きている地球の自然の大切さなどを学べるようにしな

ければなりません。 

第 30条 少数民族先住民のこども 

少数民族の子どもや、もとからその

土地に住んでいる人びとの子ども

が、その民族の文化や宗教、こと

ばをもつ権利を、大切にしなければ

なりません。  

 

第 31 条 休み、遊ぶ権利 

子どもは、休んだり、遊んだり、文

化・芸術活動に参加する権利があ

ります。 

 

第 32条経済的搾取・有害な労働からの保護 

子どもは、むりやり働かされたり、

そのために教育を受けられなくなっ

たり、心やからだによくない仕事を

させられたりしないように守られる

権利があります。 

 

 

第 33 条 麻薬・覚せい剤などからの保護 

国は、子どもが麻薬や覚せい剤な

どを売ったり買ったり、使ったりする

ことにまきこまれないように守られ

なければなりません。 

 

第 34 条 性的搾取からの保護 

国は、子どもがポルノや売買春な

どに利用されたり、性的な暴力を

受けたりすることのないように守ら

なければなりません。 

 

第 35 条 ゆうかい・売買からの保護 

国は、子どもがゆうかいされたり、

売り買いされたりすることのないよ

うに守らなければなりません。 

 

 

 

 

第 36 条 あらゆる搾取からの保護 

国は、どんなかたちでも、子どもの

幸せをうばって利益を得るようなこ

とから子どもを守らなければなりま

せん。 

 

第 37 条 ごうもん･死刑の禁止 

どんな子どもに対しても、ごうもん

やむごい扱いをしてはなりませ

ん。また、子どもを死刑にしたり、

死ぬまで刑務所に入れたりするこ

とは許されません。もし、罪を犯し

てたいほされても、人間らしく年れ

いにあった扱いを受ける権利があ

ります。 

第 38 条 戦争からの保護 

国は、１５歳にならない子どもを兵

士として戦場に連れていってはなり

ません。また、戦争にまきこまれた

子どもを守るために、できることは

すべてしなければなりません。 

 

 

第 39 条 犠牲になった子どもを守る 

子どもがほうっておかれたり、むご

いしうちを受けたり、戦争にまきこ

まれたりしたら、国はそういう子ども

の心やからだの傷をなおし、社会

にもどれるようにしなければなりま

せん。 

 

第 40 条 子どもに関する司法 

国は、罪を犯したとされた子ども

が、人間の大切さを学び、社会に

もどったとき自分自身の役割をし

っかり果たせるようになることを考

えて、扱われなければなりませ

ん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※公益財団法人日本ユニセフ協会のホームページからは、下記

の内容をご覧いただけます。 

 ・子どもの権利条約（日本ユニセフ協会抄訳版） 

 ・子どもの権利条約を使った実践事例 

 ・子どもの権利条約全文 

https://www.unicef.or.jp/about_unicef/about_rig.html 



 

 
 

道徳科学習指導案（人権教育） 
 
１ 主題名 「友だちの気持ちを考える」・２年（１時間扱い） 

  B－（9）友情、信頼 友達と仲良くし、助け合うこと 
 

２ 教材名 「そんなこといってもなおせないよ」（あけぼの 小学校低学年向け 五訂版） 
 

３ 主題設定の理由 

 この時期の子どもたちは、友だちの立場を理解したり、自分とは異なる考えを受け入れたりすること

は、まだ難しいことが多い。しかし、学級生活を共にしながら、仲よく遊んだり、困っている友達のこ

とを心配し助け合ったりする経験を重ねることで、友だちのよさを強く感じられるようになる。この段

階では、身近にいる友だちと仲良く活動し、助け合うことの大切さを実感できるようにすることが重要

である。 

 ２年生になり、友だち同士声をかけ合って遊んだり、一人でいる子、困ったり泣いていたりする子が

いると、声をかけたり、教師に知らせて何とかしようしたりする姿が見られるようになってきた。しか

し、身体面でハンディを感じている子の気持ちを深く考えずに、からかうような言い方をする姿も見ら

れる。身体面でハンディを感じるような体験が自分にない場合は、なかなか相手の気持ちを考えるまで

には至らないのではないかと推察される。相手がどのような思いでいるのか、なぜそのような思いにな

るのか等、自分のこととして感じられる支援をすることで、子どもたちに、相手の悲しさや心の痛みを

思いやることができる心を育てたいと願い、本主題を設定した。 

 資料「そんなこといってもなおせないよ」は、目が細いと言われて傷ついた「たくろうさん」の姿を

取り上げている。子どもたちが、身体面でハンディを感じている友だちを悲しませたことと似たような

場面を扱った資料である。「たくろうさん」は、なぜ悲しい気持ちになるのか等「たくろうさん」の思

いを丁寧に考えさせたり、事前に自分の体験を想起する指導をして授業に臨んだりすることを通して、

身体面での特徴を言われた方は、それが直せないものであるだけに、深く傷つけてしまうことがあるこ

とに気づくことができるようにしたい。また、傷ついた心は、自分の受け止め方や、友だちのやさしい

声がけや支えて立ち直ることができるし、人の気持ちを傷つけたことに気づかない友だちに対しては、

きちんと自分の気持ちを伝えていくことの大切さにも気づかせたい。 
 

４ 人権教育とのかかわり 

 ○相手の気持ちを想像することができる。（技能的側面） 

 ○身体面の特徴は、人によって感じ方が違うことに気づける。（知識的側面） 

 ○自分の気持ちを相手にしっかり伝えることの大切さに気づく。（価値・態度的側面） 
 

５ 本時案 

（１）主眼 

  日頃、あまり深く考えずに、友だちの身体面での特徴や気にしていることを言うことがある子ども

たちが、教材「そんなこと いわれても なおせないよ」を読み、たくろうさんの悲しい気持ちを考

えることを通して、身体面での特徴を言うことは相手の気持ちを傷つけることにつながることがある

ことに気づき、友だちの気持ちを考え、仲良く助け合っていこうとする心情を養う。 
 
（２）人権教育の視点 

・「たくろうさん」の次の日の行動をとらえさせることにより、傷つき、深く悲しんでいる気持ち

に気づかせる。 
 
（３）指導上の留意点 

・事前に「友だちに言われていやだったこと」のアンケートを取り、言われていやだったことの内

容やそのときの気持ちを把握しておく。 

「そんなこといってもなおせないよ」（小学校 道徳科） 



 

 

（４）展開                     ◇人権教育に関わる配慮点 

 学習活動 発問・予想される児童の反応 教師の指導  評価の視点 時 備考 

 

導

入 

 

 

 

１資料の絵を見

て、思ったこ

とを発表す

る。 

 

 

 

○この絵を見て、気づいたこと

を出してみましょう。 

・悲しい気持ち 

・いやな気持ち 

・泣きたいような気持ち 

・困っているのだと思う。 

・何か困って悩んでいる。 

・挿絵１のたくろうさんの表情

に注目させ、どんな気持ちで

入るのか想像させる。 

◇自分が感じたことを自由に

発表できるようにし、お互い

に聞き合う姿を認め励ます

声がけをする。 

 

５ 

 

 

 

 

挿絵

１ 

 

 

展

開 

 

 
 

２資料を読んで

「たくろうさ

ん」や「けん

たさん」の行

動や気持ちに

ついて考え

る。 

（１）たくろう

さんが泣き出

してしまった

わけを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「みんなは

しらないか

らいいにい

こう」と言わ

れたときの

たくろうさ

んの気持ち

を考える。 

 

 

 

 

 
 

○たくろうさんが泣き出して

しまったとき、どんな気持ち

だったと思いますか。」 

・友だちみんなが言ったからい

やだったんだ。 

・気にしていたことを笑われた

ら悲しくなったんだと思う。 

・また、今日も言われると思っ

たから。 

・みんなが嫌なことを言うと思

って悲しかった。 

・自分でも気にしていたことだ

ったから、本当にどうしよう

もない気持ちになった。 

・自分で気にしていることで

も、なおせないことだから悲

しくなった。 

・私も、身体のことを言われて

嫌だったことがある。 

 

○「みんなはしらないからいい

にいこう」とけんたさんに言

われた時、たくろうさんはど

んなことを思ったでしょう。 

・けんたさんにぼくの気持ちを

わかってもらってよかった。 

・みんなはぼくのことをいじわ

るしたんじゃなかったかも

しれない。 

・ぼくがこんなに悲しくいやな 

気持ちになったことをみん

なにもわかってもらいたい。 

 
 

・資料を読み、登場人物やその

行動を確認し、たくろうさん

の気持ちを考える。 

◇たくろうさんの気持ちがわ

かるかどうか問い、「目がほ

そい」と言われたことがどれ

ほど傷つくことなのか考え

させていく。 

・周りにいた子の様子（挿絵１）

にも目を向けさせ、知らずに

人のいやなことをしてしま

うことがあることに気づか

せる。 

・自分の経験を思い起こさせな

がら発表させる。 

◇身体のことを言われると深

く傷つくことがあることを

確認する。 

 

 

◇とても悲しい思いをして傷

ついたたくろうさんが、最後

には、ドッジボールをしたい

という気持ちに変わってい

ることに気づかせ、なぜだろ

うという気持ちをもたせる。 

・けんたくんの話している言葉

の中身に目を向けさせる。 

 

30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挿絵

２ 

 

 

 

挿絵

３ 

 

 

 

 

 

学習問題 たくろうさんは、どんな気持ちなのかな。 



 

お

わ

り 

３ 今日の授業

をしてみて思っ

たことやこれか

らこうしていき

たいということ

を発表する。 

○今日の授業をして、思ったこ

とを発表してください。 

・身体のことは、いわれてもな

おせないし、言われるとすご

くいやだと思った。 

・いやなことを言われたら、「い

やだ」と伝えたい。 

・悲しい気持ちでいる友だちに

は、声をかけたい。 

・自分も人にいやなことを言っ

たことがあったので、直した

い。 

・どうしてそう思ったかなど、

学習したことを振り返らせな

がら、語る時間をとる。 

・今までの自分の姿を振り返っ

ているものや、これからの意

欲が表れているものを大切に

取り上げるようにする。 
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６ 教材研究 

（１）資料分析と発問の計画 

たくろうさん 
ことえさん、けんたさ
ん、ともだち 

価 値 発 問 

・にげ出すようにきょうしつに

かえりました。 

・つぎの日の休みじかん、ひと

りですわっている。 

・下をむいたままで、へんじを

しません。 

・きゅうにわーっとなき出す。 

・「だってみんながぼくの目を

ほそいっていうから…。そん

なこといわれても、なおせな

いよ。」 

・ゆうきがわいてきた。 

・「そうしてみる。みんなには

なしをしていっしょにドッ

ジボールをしたいな。」 

・「たくちゃんて、目

がほそいね。」 

・「わらうと、もっと

ほそくなるね。」 

・けんたさんははっと

していいました。 

・「ぼくも、『まゆげが

ふとい』っていわれ

ていやだったこと

があったのに、たく

ちゃんのことをわ

らっちゃった。…み

んなはしらないか

ら、いいにいこう

よ。」 

 

 

 

 

・元気がないたくろうさ

んを心配して声をかけ

るけんたさん。 

・自分も体のことを言わ

れていやだった体験と

重ねて考えるけんたさ

ん。 

・声をかけてもらうこと

により、元気を取り戻

したたくろうさん。 

○たくろうさんが、

泣き出してしま

ったのはなぜで

すか。 

 

 

 

 

 

 

○たくろうさんが、

またドッジボー

ルをしたいと思

ったのは、どうし

てですか。 
 

（２）ねらいの達成に寄せた展開の構想 

＜ねらい＞             ＜資料の中で最も考えさせたい場面＞   ＜つけたい力＞ 

 

 

 

 

 
 

（３）黒板に掲示する挿絵 

 

挿絵１              挿絵２               挿絵３ 

 

 

 

相手の気持ちを考えた
言動の大切さやよさにつ
いて、自分の体験を重ねて
考えている。 

・体についてのことをいうこと

は、人を傷つけることがあるこ

とがわかる。 

・悲しんでいるともだちに声をか

けることの大切さを知る。 

・たくろうさんが泣き出して

しまった場面。 

（傷つけるつもりではなか

ったのに友だちを悲しませ

てしまった言葉が原因） 

体のこと等直せないこ
とを言うことは、深く傷
つける場合があることに
気づき、相手の気持ちを
考えるようにしたいとい
う気持ちをもてる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『あけぼの 低学年用 五訂版』（長野県同和教育推進協議会）より

そんなこと いわれても なおせないよ 

 たくろうさんは、たいいくかんで たのしく ドッジボールを して あそんで いまし

た。すると ことえさんが、 

「たくちゃんて、目が ほそいね。」 

と、きゅうに いい出しました。そばにいた ともだちも、 

「そうだね。」 

「わらうと、もっと ほそく なるね。」 

といいました。たくろうさんは、にげ出すように、きょうしつに かえりました。 

 つぎの 日の 休みじかん、ともだちの けんたさんが、ひとりで すわっている たく

ろうさんに こえを かけました。 

「たくちゃん たいいくかんで ドッジボール やろうよ。」 

 でも、たくろうさんは、下をむいたままで へんじを しません。 

「どうしたの。なにか あったの？」 

けんたさんが いうと たくろうさんは、きゅうに わーっと なき出しました。 

「だって、みんなが ぼくの 目を ほそいって いうから…。そんなこと いわれても、

なおせないよ」 

けんたさんは、はっと して いいました。 

「ぼくも、『まゆげが ふとい』って いわれて いやだった ことがあったのに、たくち

ゃんの ことを わらっちゃった。ごめんね。目のことを いわれて いやだった ことを 

みんなは しらないから、いいにいこうよ。」 

たくろうさんは、ゆうきが わいて きました。 

「うん、そうしてみる。みんなに はなしを して いっしょに ドッジボールしたいな。」 

 たくろうさんは、けんたさんと いっしょに きょうしつを とび出して いきました。 



 

 

 

 Ｐｏｉｎｔ： 自分の中には、いじめをしてしまう心も、いじめをなくそうとする心もあるんだ。 

 

１ 取組のねらい 

 いじめに対する指導は、当事者などに対して個別に行うことも多いが、やはり学級全体に対して、授

業を通して行うことを忘れてはならない。 

 全学年でクラス替えがあり、４月当初から開かれた学級づくりを目指してきた。特によりよい人間関

係を築くことをねらいとした道徳の教材を用いたり、体験的な学習も積極的に取り入れたりしてきた。

しかしながら、友達に対する悪口や暴言があったり、ある友達を避けたりするという姿を見聞きするこ

とがあった。さらに生活実態アンケートからも学級の中にはいじめられて悲しい思いをしている生徒が

いることも浮き彫りになってきた。 

 生徒が、「これってわたしたちの中にもあることだ」とか「これってわたしたちの問題だ」と自分の

問題として受け止め、同時に、憤りからいじめをなくそうとする姿になるような力のある教材に出会わ

せたいと願い、『わたしのいもうと』という絵本との出会いを考えた。 

 

２ 取組の内容 

 授業記録から 

活 動 内 容 ・ 生 徒 の 姿  ／ ○ 教 師 の 姿 

【第１時】 

１教師が「わたしの

いもうと」の絵本

で挿絵を示しなが

ら読み聞かせをす

る。 

２感じたことを言葉

で表現する。 

自己を見返す 

 

３感想について語 

る。 

４「天国のいもうと

へ」と題した手紙

を書く。 

 

 

 

 

① 「ともに感じあいたい絵本があります。」 

  「『わたしのいもうと』 知っている人はいますか。」 

・１／３くらいの生徒が知っていると挙手。 

②挿絵を見せながらていねいに読み聞かせをした。 

・しっとりとした雰囲気の中で、絵本に注目する生徒、下を向きながら教師の

話に聴き入る生徒など、それぞれの向きあい方で、いつも以上にこの絵本に

引き込まれていった。 

③「今心に感じていることを言葉で表現してみてください。１度か２度読ん 

だことのある人も今の感想を綴ってみよう。」 

・「これって実話ですか。」とつぶやく生徒 （実話をもとにしている） 

・「これってわたしたちの中にもある」と気づき、綴っていく生徒もいた。 

④なかなか感想を記入できないでいる生徒も見られたので、「今何考えてい 

るの？」「この部分の言葉がいいね」「以前に読んだときとどう？」などと声

がけして、教材と向きあわせた。 

・全員が集中して感想を書き始めた。 

⑤「感想を語ってみよう」 

Ａ生：前読んでもらったときは小学生だったので、あんまり覚えてはいない   

けど、いじめは嫌だなぁとしか思わなかったと思う。今回読んで   

もらったら、なんか心にジーンときた。いじめられている人は一生心   

に傷をかかえてしまうんだ。すごくせつなくてかわいそう。 

Ｂ生：深くのめり込んで読めた。この本を読んで感じたことは、（主人公）   

道徳科の授業から～絵本『わたしのいもうと』を通して～ 



 

がずっと背中を見せていて、顔は描いてなかったこと。だから悲しい   

絵本なんだと思う。 

⑥「絵本の最後のページにあったのは、いもうとから同級生への手紙です。 自

分たちは同級生になったつもりで手紙を書いてほしいと思います。」 

  この資料を、自分だったらと自分に引き寄せることを目的に、「天国のいも

うとへ」と題した手紙の用紙を用意し、配布した。 

【第２時】 

５自分たちの身の 

まわりの問題につい

て考える。 

 

 

⑦「前時書いた手紙をグループで確認しあってみよう」 

Ｃ生：「あなたのことは、けっして忘れていません。」 

Ｄ生：「あのときに戻りたい。そして、助けてあげたい。」 

・生徒たちは、そのとき、何もできなかった自分を反省したり、戻って助けた

いと強い決意をしたりする手紙を綴った。 

⑧「手紙に書いたことって、現実にできそうですか。」 

 「『これってわたしたちの中にもある。』と感じてくれた人もいます。 

  そう感じる部分はどこですか。」などとつなげてみた。 

・注意できない部分。わたしもまわりに注意するとかできないと思うけれど、 

いじめられている人のそばに居て、話を聴くことならできるかもしれない。 

 

【感想の中から】 

 「わたしのいもうと」は、小学校４年生の時に担任の先生に読んでもらった本だったけれども、その

時は、「いじめはよくない」「悪口はいけない」としか考えなかった。しかし、今回２度目の読み聞か

せをしてもらったら、前回と少しちがう感想をもつことができました。それは、「人を忘れてはいけな

い」「いじめた人はいじめをすぐ忘れる。いじめられた人はいじめを忘れない」ということです。「人

を忘れた」ということは、忘れられた人のことを全面的に否定されているという、最もひどい行いであ

ると思う。 

 【資料】 『わたしのいもうと』 松谷みよ子／文 味戸ケイコ／絵 （偕成社） 

 いじめによって傷つき、登校もしなくなった私の妹は心を閉ざしたまま。 

 向こうをむいて、ふりむいてくれません。妹は体中につねられた跡があった。 

 妹をいじめた同級生たちは、そんなことなど忘れて中学生になり、高校生になっていきました。 

 いじめられた妹は、笑うことも無く部屋で鶴を折る。 

 お母さんは一生懸命に妹を救おうとするが…… 

 妹は、楽しいことも体験できずに短い命を終える。 

                         

３ 取組についての評価等 

 ○この絵本そのものに生徒を深く入り込ませていく力があるので、初発の感想でもっと自己と対話し

ながら深く綴っていきたいと考えていた生徒も多くいた。集めた感想はどれも、１ページ近く書き

込まれていた。しかしまだまだ途中の生徒も大勢いたので、自分のペースで自己と向きあう時間を  

もっと確保することで、もっと自分の（自分たちの）問題として引き寄せていくことができるので

はないかと考えた。 

 ○過去に扱った資料をもう一度扱うことのよさ。自分の問題にどのようにつなげていくか。など、  

教材研究や工夫によって、それぞれのねらいにもっと近づける資料でもあると感じた。 

（『集まってひとつの花 生徒指導・人権教育取組事例集～いじめのない集団づくりのために～』（長野県教育委員会）より） 



 

 

 

 

 所要時間  ５０分～６０分               対象  中学生   

 

       ○女性の労働をめぐる問題について考え、自分の進路を真剣に考える態度を育てる。 

 

・ワークシート 

・ＤＶＤ「ワーク・ライフ・バランスをしっていますか？」（内閣府男女共同参画局） 

 

 

活動の流れ（指導者の教示、子どもの反応・行動） 留意点 

１ 「自分の将来について考えてみよう。」 

  ・５年後、どうしていたいか？ 

  ・１０年後、どうしていたいか？ 

・１５年後、どうしていたいか？ 

２ １５年後を想定して、今日の学習を進めることを確認す

る。 

○どんな働き方や生き方

をしていたいか具体的

に考えさせる。 

 

 

３ 「日本の女性の働き方について考えてみよう。」 

 ○年齢階級別労働力のグラフを見て、考え合う。 

  ・日本の女性の働き方のグラフが、「Ｍ字型曲線」を描い

ていることを知り、その理由について考える。 

   ・日本の女性が結婚して働ける条件が整っていないこと

や、出産・育児をしながら働くことへの理解がすすん

でいないことを確認する。 

・グラフが台形に近づくためには、男性の参画が必要で

あることに気づかせる。 

４ ＤＶＤ「ワーク・ライフ・バランスをしっていますか？」

視聴。（２７分間） 

  ○ワーク・ライフ・バランスが実現された社会に近づくた

めにどのような取組が必要か考える。 

・  ・仕事は、生活を支え、生き甲斐や喜びを与えるが、家

事・育児・地域への貢献なども生活を充実させてくれる

ことに気づかせる。 

○「男女共同参画」の説明

をする。 

 

 

 

 

○「ワーク・ライフ・バラ

ンス」の説明をする。 

○ＤＶＤの代わりに、資料

「ながのイクメン手帳」

を教材にする方法も考

えられる。 

５ 「今日の学習で、新たに分かったこと、感じたことをまと

めましょう。」  

 ○男女の働き方、生き方のあるべき姿や、将来の自分の働

き方・生き方に、今までより具体的なイメージを持つこ

とができる。 

 

 

留意点等 
○生徒の家庭状況や、家庭の在り方に対する考えが様々に存在することに配慮し、生徒それぞれの考

えを否定せずに意見が出し合えるようにする。 

○ＤＶＤ「ワーク･ライフ・バランスを知っていますか？」（内閣府男女共同参画局）は、長野県男女

共同参画センターあいとぴあで貸し出している。 

○「ながのイクメン手帳」（長野県作成）やそのコピーを読み合わせる学習も考えられる。

ねらい 

展開 

導入 

振り 

返り 

将来の働き方・生き方を考えよう（学級活動） 

進め方 

準備 



 

ワークシート１ 

                             年  組 氏名          

 

○女性の年齢別階級別労働力率の国際比較のグラフです。 

・折れ線グラフに色をぬると見やすくなります。 

（日本…赤 ドイツ…青 スウェーデン…緑 韓国…ピンク 米国…茶色） 

 

  （平成２５年度 内閣府「男女共同参画白書」） 

 

○ このグラフを見て、気づいたことを書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画社会とは？ 
 性別に関わりなく「自分らしく」生きるために、社会のあらゆる場面で、多

様な選択の機会が確保でき、また男女が「共に」責任を担っていく社会です。 



 

ワークシート２ 

                             年  組 氏名          

 

○ＤＶＤ「ワーク･ライフ・バランスを知っていますか？」の感想を書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ワーク･ライフ・バランスが実現された社会に近づくためには、どのような取組が必要だ

と思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク・ 

ライフ・ 

バランス 

働き方 

健 康 経 営 

趣味・自己啓発 地域活動 

介 護 子育て 

家庭・家族 

ワーク・ライフ・
バランスとは？ 
  

誰もが、仕事、家庭生活、

地域活動、個人の自己啓発な

ど、様々な活動を自分の希望

するバランスで実現できる

状態です。 



 

 

 
 

１ 高齢者との交流活動の意義 

 急速な高齢化が進む社会で、家庭や地域の在り方が問われており、児童生徒の生活も無関係ではいられな

い。高齢者の人権に関わる問題としては、高齢者に対する身体的・精神的な虐待などや、社会参加の困難性

などが指摘されており、社会全体の認識と理解を深めていくことが求められている。 

学校においては、継続的に高齢者とかかわる学習活動を展開し、高齢者に対する尊敬や感謝の心を育てる

とともに、高齢社会に対する基礎的理解や介護・福祉などの課題に関する理解を深め、高齢者と共に生きよ

うとする態度を育てたい。 

 ここでは、小学校４年生が、学校の近くにある宅老施設（認知症対応デイサービス）の高齢者と年間を通

して交流した事例を紹介する。 
 

２ 取組の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「あれ？ どうして下を向いているのだろう。つまらないのかな。」 

～音読発表会でのお年寄りの姿を振り返る子どもたち～ 

○お年寄りの様子を振り返りながら（ビデオ視聴）、満足感や感謝された喜びを発表しました。 

○お年寄りが下を向いていたり笑ってくれなかったりした様子から、「本 

当に楽しんでくれたのか」という新たな疑問が出されました。 

○お年寄りの気持ちを確かめるために、施設職員の方の話を聞いたり、 

「擬似高齢者体験」をしたりしました。 

 

              

 

 

 
 

○「みんなで、お年寄りにもっと喜んでもらえる交流会を考えよう。」 

・・・とても重くて動きづらかったです。おばあちゃんたちは、こんなに

耳が遠いんだなあ、わたしも、おばあちゃんになったらこんなになるんだ

なあと思いました。音読は、もう少し大きい声で発表すればよかったなあ

と思います。大きい声で発表したつもりだったけど、おばあちゃんたちに

は聞こえなかったのかなあと思いました。【Ａさんの学習カード】 

 

☆宅老施設を複数回訪問し、交流を積み重ねることで高齢者とのつながりを深めることができた。 

☆交流活動の前に話し合い活動を行ったことで、交流の目的意識や相手意識を高めることができた。 

☆ペアや小グループで高齢者とかかわることで、相手を尊重する気持ちや共に楽しむ交流活動にしたい 

という願いを膨らませながら活動することができた。 

☆交流活動を振り返ることで、新たな発見や疑問が生まれるとともに、より相手を理解したいという気 

持ちを高めることができた。 

☆高齢者や施設職員に喜ばれる経験や、友達の気付きや考え、行動のよさを認め合う活動により、自己 

肯定感や自己効力感を高めることができた。 

「音読の発表をぜひ聞いてもらいたいな。」 

～交流を更に進めたいと願っている子どもたち～ 

○昨年から続いていた宅老施設のお年寄りと今年も交流したい 

という願いを大切にしながら、交流内容を考えました。 

○どんな音読発表会にしたいか自分の願いを発表したことで、 

交流に向けての意識が高まりました。 

○音読の発表を聞いてもらうお年寄りの顔を思い浮かべて、何度も練習しました。 

大きな声で、はっきり

と読むようにしたい。 

句読点に気をつけ、登場人

物になりきって読みたい。 

私たちの音読を喜んでもら

えるように頑張りたいな。 

高齢者との交流学習のよさ 

学習の流れ 

とてもうれしそうで私たちも楽し

かったけど、本当に聞いてもらえた

のか分からなくなった。【Ａさん】 

高齢者との豊かな交流活動（小学校中学年 総合的な学習の時間）  

（擬似体験）とっても重いなあ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎身近な高齢化の問題、特に認知症の問題は、高齢者を、敬い、いたわる存在といった見方だけでなく、人

間の尊厳という点から、感じ、考えていく問題である。認知症をはじめとする高齢者の人権に関わる学習

は、家庭・地域の実態を踏まえながら、各学校で取り組むべき内容である。 

「もっとお年寄り（の思いに）に近づきたい。他のお年寄りのことも知りたい。その

ためにみんなが楽しめる交流会にしたい。」～相手意識や目的意識を高める子どもたち～ 

○少人数グループやペアで決めたお年寄りに自己紹介したり話を聞いたりする中で、もっと分かり合いたいと 

いう思いを強くしていきました。 

 

 

○「お年寄りもクラスの友だちも、みんなで楽しめる交流会にしたい。」と新たな願いをもちました。 

○一人一人交流してきたお年寄りの紹介をしながら、 

一緒にやりたいことを話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

○お年寄りの体のことを気づかいながら、全員ができることを考えていきました。互いの思いを話し合うことで相

手意識がより明確になり、友だちの考えを聞きながら自分の考えた活動を検討していきました。 

みんなが、こんなにおばあちゃんたちのことを思っていることを初めて知りました。みんなの意見

を参考にして、おばあちゃんたちの笑顔をたくさん見たいです。（Ａさんの学習カード） 

Ｔ：お年寄りのことがいっぱい出たね。たくさんやりたいことも出してもらったけど、どうやって決めていこ

うかな。 

C1：おばあちゃんがパワフルに動くんじゃなくて、座ってできるものがいい。羽根つきは、走れない人が無

理して走ったりするとけがをする。そうすると、僕たちも困るから座ってできるものがいい。 

（【Ａさん】「安心してできるものがいいよね。」とつぶやいた後、手を挙げた。） 

C2：ボール遊びも座ってできるけど、ボールが落ちたり遠くに行った 

りすると動かなきゃいけない。C1 さんが言ったように、立った 

座ったり体を動かさないでできるものがいい。お餅を食べるのも 

喉に引っかかるのが心配です。 

C3：羽根つきは、足が不自由な人はできないよ・・。 

C1：車椅子の人もいるし・・・。 

（【Ａさん】「Ｂさんも動くことは無理かもね・・。」と、隣の友だち 

に語りかけた。） 

Ｂさんから仕事のことや学生時代のこと、運動が得意なことなどを聞いたよ。昔はお手玉や羽根つ

きをよくやっていて、得意だったんだって。もっといろんなお年寄りのことを知りたいな。【Ａさん】 

Ｂさんと羽根つきをやってみたいな。でも、

これは全員ができるかなあ・・・【Aさん】 

友だちへの新たな見方を広げ、共に学ぶ仲間としての信頼感をもち、お

年寄りの笑顔に出会うことに喜びを感じたＡさん 

 

～つながりを広め、深める子どもたち～ 

交流活動を行う前の子どもたちは、学校近くにある宅老所を目にするものの、そこで生活しているお年

寄りを意識することはなかった。そこで、普通に生活しているだけでは出会うことができない高齢者と子

どもたちを出会わせ、語り合うことを繰り返しながら交流活動を広げていった。 

子どもたちは、交流を継続する中で、高齢者の姿を見つめたりかかわったりして、自らの気付きや思い

を語り合い、徐々につながりを深めていきた。今まで自分があまり意識しなかった対象が、気になる、考

えてみたい、かかわってみたい対象になり、無関心ではいられない存在になっていった。こうした無関心

ではいられないかかわりが生まれたことが、互いの人権を尊重する態度につながっていったと考えられる。 

みんなで楽しめる会にしたい 



 

 

 

 

 

 

１ 単元名 「わたしたちにできること～デイサービスセンターのお年寄りとの交流から～」（６年生） 

 

２ 単元設定の理由 

 Ｉ市は高齢化が進み、人口の３０％が高齢者で占められている。クラスの子どもたちの家庭環境を見る

と、祖父母と同居している子と離れて暮らしているという子がおよそ半数ずつになっている。子どもによ

っては、日頃高齢者と接する機会がほとんどなかったり、家に祖父母がいてもそれ以外の地域のお年寄り

とは接する機会が少なかったりする子がほとんどである。そのため、子どもたちは、これまで地域で出会

う高齢者が日頃感じている困難さや、生きがいについて知る機会は少ない。 

  ６年生の子どもたちは、概ね明るく元気に過ごしている。しかし、多くの人とかかわる活動では自分の

やりたいように行動してしまったり、反対に指示されるまではなかなか動けなかったりする姿がみられた。

相手の立場や考えに思いを寄せ、自ら状況を考えて行動することが難しいように感じられる。 

  このような子どもたちに、デイサービスセンターの利用者と交流することを通して、高齢者のことをよ

り深く知ったり、実際に高齢者とどう関わるのかを考えたりして、相手の立場を考え、自分から進んで行

動できるようになってほしいと考えた。また、交流を通して高齢者たちが暮らしの中で感じている困難さ

やそれを克服して明るく生きているたくましさ、生きがいや高齢者の知恵に気づき、温かい気持ちで接す

ることができるようになってほしいと願い、この単元を設定した。 

 

３ 人権教育とのかかわり 

○高齢者の心情を共感的に受容し感じ取れる。（技能） 

○高齢者の知恵や生き方に対する尊敬や感謝の心をもとうとする。（価値・態度） 

 ○高齢社会に対する基礎的理解や介護・福祉などの課題に関して理解する。（知識） 

 

４ 単元目標 

 ○学級で定期的にデイサービスセンターを訪問し、高齢者とかかわる活動を通して、児童一人一人が高齢

者を理解し、思いやりをもって自分なりのかかわり方を考えることができる。 

 ○高齢者と交流したり、一緒に活動したりしながら、高齢者がもっている生きがいや知恵を教えてもらい、

明るく生きているたくましさを実感し、お年寄りの大切さに気づくことができる。 

 

５ 単元の評価基準 

評価の観

点 

①気づく力 

【Ａ学習方法】 

②解決していく力 

【Ａ学習方法】 

③共に生きていく力 

【Ｂ自分自身】 

④表現する力 

【Ａ他者・社会】 

評価基準 

 

 

ア高齢者の知恵や生

きていくたくまし

さに気づく。 

ア相手に喜んでも

らえるためにどう

したら 

 

ア身近な高齢者に

対して自分たち

ができることに

ついて考える。 

ア高齢者と楽しく会話する。 

イ他学年に自分たちの活動

の様子や活動から学んだ

ことを発信する。 

 

６ 単元展開の大要 

学習活動（時数） ・児童の姿と主な活動の流れ ○主な支援 □評価 

１ デイサービス

センターへ行こ

う（１回目の訪

問計画・実施・

振り返り）（４） 

 

 

（・地域探検にでかける。） 

・デイサービスセンターってどんなところかな。 

・センターへ行って何をすればいいかな。 

 →リコーダーの発表をしよう。（練習） 

・リコーダーの発表。 

・センターの方のリードでお年寄りと交流（簡

単なコミュニケーション） 

○センターの方と事前に活動の目的

や児童の様子などについて打ち合

わせをする。 

○利用者であるお年寄りの日頃の様

子を伝え、安全面で注意すること

を事前に学習させる。 

②―ア 

高齢者との豊かな交流活動（小学校高学年 総合的な学習の時間）  



 

２ おじいさんお

ばあさんとなか

よくなろうⅠ

（２回目の訪問

計画・実施・振

り返り）（４） 

 

 

 

３ 認知症サポー

ター養成講座受

講（１） 

 

４ おじいさんお

ばあさんとなか

よくなろうⅡ

（３回目の訪問

計画・実施・振

り返り）（４） 

 

 

５ おじいさんお

ばあさんとなか

よくなろうⅢ

（４回目の訪問

計画・実施・振

り返り） 

（４） 

６ おじいさんお

ばあさんとなか

よくなろうⅣ

（５回目の訪問

計画・実施・振

り返り） 

（３） 

７ 活動の様子を

いろいろな人に

知ってもらお

う。 

 

８ 卒業前にもう

一度訪問しよ

う。（２） 

・班ごとに交流内容を考えよう。 

・レクレーションは何をしよう。（１回目はレク

に時間がかかってしまった。） 

・２つの部屋に分かれたけれど、隣の部屋の様

子はどうだったのかな。 

・お互いの部屋での様子はどうだったのかな。 

・たくさんお話ができるといいな。 

・レクの数は少なくしてお話ができるようにし

よう。 

・認知症ってどんなものなのかな。 

・劇で見るとよくわかるね。 

・「おどろかない」「いそがせない」「だいじょう

ぶだよ」の３つが大切なんだ。 

・全体の進行計画立案とレクの準備。 

・職員の皆さんの接し方（話し方等）を参考に

しよう。 

 

・前回と別の部屋をそれぞれ訪問。 

・いろいろお話を聞いてみよう。 

・うまく話ができなかったり、レクが楽しそう

ではなかったりした。 

・今度は、一人一人お年寄りと交流できるよう

に準備しよう。 

・どのようにお年寄りに接すればいいのかセン

ターの方に教えてもらおう。 

 

 

・５回目の訪問計画を立てよう。 

・だんだん楽しくなってきた。 

・お年寄りが喜んでくれることが自分にとって

もうれしくなってきた。 

・お世話になった職員の方々にお礼の手紙を書

こう。 

 

 

・これまでの活動をまとめて全校に発信する準

備をしよう。 

・参観日などで保護者、地域の方々にも知って

もらおう。 

 

・またおじいさんおばあさんの喜ぶ姿が見られ

るといいな。 

 

○１回目の反省を参考にして２回

目の活動を考えさせる。 

○お年寄りでも楽しめるレクレー

ションの資料を用意する。 

○より身近に接することができる

よう、お年寄りも２つの部屋に別

れて交流活動を行う。 

○お年寄りの様子や職員の方々の

様子についても振り替えらせる。 

（学習カードを用意） 

②―ア 

○市内の認知症サポーターの方々

に指導していただく 

 ②―ア 

 

 

○お互いの部屋の様子について次

回の参考になることを出し合わ

せる。 

○お年寄りと話ができる時間を多

く確保できるよう助言する。 

 ①―ア ②―ア ④―ア 

 

 

 

○斑ごとの活動が中心だったが、今

回は一対一で関われるようにし

ていく。 

○職員の方の考えや接し方を紹介

できるように準備する。 

 ①―ア ②―ア ④―ア 

 

 

○自分たちで前回の反省を元に５

回目の訪問の計画を立てるよう

指示する。 

 ①―ア ②―ア ④―ア 

 

 

 

○学習カードや展示物、写真や動画

などを整理しながら活動を振り

返らせ、伝えたいことをまとめら

れるようにする。 

③―ア ④―イ 

 

○感謝の気持ちを伝えられる訪問

にできるように助言する。 

③―ア ④―ア 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生のみなさんへ 

                       ＜デイサービスセンター職員の方からのお手紙＞ 

 先日は、デイサービスセンターに交流に来てくださり、ありがとうございました。 

利用者さんの中には、いつもは見られないような笑顔を見せる方や、いつもは職員の問い

かけに返事しかしないのに、自分から話しかけている方もいらっしゃいました。わたしたち

は、利用者さんが元気になってくださったり、笑ってくださる姿を見られることがとてもう

れしいのです。みなさんが訪問してくださることは、高齢者
こうれいしゃ

の方にとっては、とても刺激
しげき

に

なって、脳の活性化
かっせいか

にも大きな効果があると思います。とてもありがたいことです。 

私たち職員は、ご利用されている高齢者のみなさんの生きてこられた過程
かてい

の途中
とちゅう

しか関
かか

わ

っていませんが、人生の先輩
せんぱい

だということを常に頭において尊敬
そんけい

の気持ちをもって仕事をさ

せていただいています。利用者さんには、介助
かいじょ

されることが負担
ふたん

にならないように心がけ、

利用者さんを否定
ひてい

するような言葉や行動はとらないようにしています。 

ここには、認知症
にんちしょう

の方をお世話させていただく施設
しせつ

もあります。認知症は、脳
のう

の病気で、

忘れてしまったり、思い出せなかったり、考えたりすることがうまくいきません。ですから、

利用者さんが同じことを何回くりかえしお話されても、初めて聞いたように受け止めていい

ます。みなさんも、認知症のサポーターになったとお聞きしています。今は、介助されるこ

とは特別なことではなく、だれもが通る道ではないでしょうか。 

 みなさんが、これから交流を続ける時には、なるべく一人一人の方とお話する時間がある

と、とても喜ばれると思います。短い時間の記憶
きおく

はなくても、昔の記憶はしっかり残ってい

らっしゃる方も多いので、昔の仕事やできごとなどを聞いていただくと、記憶がよみがえっ

てくる方が多いのです。利用者さんは、大変な時代を生きてこられ、今のように便利な道具

もない、食べ物も栄養価
えいようか

の低いものを食べ、一生懸命生活してこられた方がほとんどです。 

わたしたちは、利用者さんのやる気を引き出したり、励ましたりしながら、楽しくおだや

かに過ごしていただけるために仕事をさせていただいています。利用者さんが一度楽しかっ

たと思っていただければ、次に利用する日がまた楽しみになってもらえるので、ホール内に

笑いごえがひびきわたるようなデイサービスになるよう心がけています。 

 ６年生のみなさん、これからも時間の許すかぎり、来ていただけると、 

とてもありがたく思います。よろしくお願いします。 



 

 

 

 

Point：他の教師、保護者と連携する中で学校としての支援体制を整え、外国人児童生徒等の母国の文化

を学ぶ機会を設けながら、偏見をなくしていく。 
 

１ 取組のねらい 

本校では、タイやフィリピン、ブラジルなどからの転入生が増える傾向にある。中には、日本に来るこ

とが初めてで、まったく日本語が分からない児童もいる。そのようなことから、学級の子どもたちに対し、

なかなか気持ちを開けずにいたり、学習意欲も高まらないといった状況も見られたりすることがある。ま

た、多くの子どもたちが外国の文化を知らないために、外国人児童生徒等に対して偏見を持ったり、いじ

めの対象としたりすることも心配された。 

そのような外国人児童生徒等に対して、子どもたちとの関わりを増やし、自信を持って日本での生活が

できるようにするために、外国人児童生徒等から子どもたちが学ぶ機会をつくるようにした。 
 

２ 取組の内容 

（１） 複数の教師で支援できる体制や家庭との連携 

  本校の日本語指導学級には、ポルトガル語を話せる教員に加え、新たに市の加配として支援教員が一人

つくようになった。学級では担任が身振り手振りを交えながら伝えているが、外国人児童生徒以外の子ど

もたちへの指導もあるため、手が回りきらない部分があるのが実情であった。外国人児童生徒は、転入し

て間もない頃には特に厚い支援が必要となってくるため、いろいろな立場の支援教員（学習習慣形成支

援・自律補助支援）にも教室に入ってコミュニケーションの補助をしてもらったことも、大きな助けとな

った。特に日本語指導教室では、普段教室では見せない姿を見せたり担任に伝えられない思いを日本語指

導教員に話したりすることもある。現在は、日本語指導教員と連絡ノートを用いながら様子を伝えあって

いる。このような職員間の連携による子ども理解が重要になってくるだろう。 

  また、学校からの連絡がなかなか保護者に届いていなかったり、内容が理解されていなかったりするこ

とがままある。それは、外国人児童生徒等にとってそれらの情報の内容や重要性が理解できていないため

であったり、保護者自身も学校のお便りの意味が十分に理解できていないためであったりする。そのため

に、お便りの漢字にすべてふりがなを振って手渡している教師もいる。また、電話連絡のみならず、家庭

訪問を繰り返しながら、学校での様子を伝えたり、逆に学校で困った事柄はないかといったことを聴いた

りしながら連絡・連携をしっかりととっていくことが大切である。 
 

（２） 外国人への偏見に対してアンテナを高くしていく 

ある時、学級の男子が廊下に整列をさせようと呼びかけたところ、並ばずに遊んでいた外国人児童（Ａ

さん）に文句をつぶやいた。そして、最後に「外国人のくせに」そんな言葉が口をついてしまった。外国

から来てまだ日が浅いＡさんには、するべきことが全く理解できなかっただろうことを確認した。また、

「外国人のくせに」という中に、相手をバカにした気持ちはなかったのか、生まれた国の違いで見下した

ように聞こえる言い方はよくないことなどを話した。また、その子の家庭にも状況を説明し、共に言葉の

重さについて考えていただいた。 

ともすると、外国人に対して偏見を持って接してしまう傾向は、子どもたちばかりでなく保護者の中に

も存在することがある。そのような場面をアンテナ高く把握し、間違った考え方であることを諭していく

ことが必要である。そのためには、相手の国の文化や素晴らしさを理解させていくことが大切となる。 
 

（３） 外国人児童の母国の文化を学ぶ機会を設ける 

外国人児童生徒等と共に学び合う 

～安心して生活できる場づくりと、母国に自信を持てる活動を取り入れて～ 



 

日本語もタイ語も話せるＡさんのお母さんに学校に来ていただき、Ａさんの「知られざる姿」を話して

もらったり、知っていると日常生活がスムーズにいくと思われるいくつかのタイ語を教えてもらったりす

る機会をつくった。もちろん、Ａさんもタイ語の先生として笑顔でみんなに教えてくれた。 

     

 

 

 

 

 

                        タイ語と日本語訳は教室の壁に掲示され、いつでも目

にしやすいようにした。「サワディー！（こんにちは）」

「カープーン（ありがとう）」子どもたちは普段の生活

の中でもＡさんに対して、また、友達同士でタイ語を使

う姿も見られるようになった。 

また、しばらくしてAさんのお母さんをお招きしての

タイ教室第２弾「グリーンカレー作り」を行った。子ど

もたちは、まさに本場の味に舌鼓を打った。カレーづく

りの合間には子どもたちから 

「タイと日本の違いは？」「日本に来て困ったことは？」「タイではどんな家に住んでいるの？」など質問が

されていた。さらに、後日の親子レクレーションでは、保護者もグリーンカレーづくりをし、親子共々交流

を深めていく機会へと発展していった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 取組についての評価等 

  「タイにはそんな物があるんだね」「日本の味と違うけどおいしいな」「そこは日本と同じだね」…。学

級の子どもたちがタイの文化に興味を示し、Aさんは自分の国に対して誇りを持てるようになっていった。

また、A さんの得意な運動の場面を大事に位置づけ、友に認められていく場面をつくっていったことも、

自信につながっていったと思われる。 

そして、クラスの子どもたちも、言葉が通じないことで逆にAさんは今何に困り、どんなことをして欲

しいと感じているのかを察していく姿も見られるようになっていった。教師はそのような子どもたちの気

持や態度を認めながら、分かり合おうとする心や姿勢が大切であることを確認していった。 

 

（『集まってひとつの花 生徒指導・人権教育取組事例集～いじめのない集団づくりのために～』（長野県教育委員会）より） 

・ タイ語を教えてもらって、おはようとこんにちはが同じ言葉だったからびっくりした。最後に女の

子が「カー」男の子が「クラップ」というのが不思議だった。 

・ Ａさんのお母さんは日本語も知っているし、タイ語も知っているしすごいなあと思った。 

・ Ａさんのいろいろなことがわかってよかった。どうして水泳がうまいかとか、タイでは男の人はみ

んなお坊さんになることとか、初めて知ることばかりだった。 

 

廊下に掲示された 

「タイクイズ」 

 



 

 

 

１ 障がいのある子どもが安心して生活できる集団づくり 

子どもたちは、学級の中で友だちとかかわり合いながら生活をしている。しかし、発達

障がいの子どもは、その障がいの特性から友達とのかかわりがうまくいかなかったり、集

団が苦手であったりする場合がある。しかし、その子どもを取り巻く学級集団が、一人一

人の違いを認め合ったり、困っている友達を助け合ったりできる集団である場合は、障が

いのある子どもも安心して生活ができる。 

したがって、障がいのある子どもが、学級の中で居場所をつくり、安心して生活するた

めには、障がいのある子どもの対人関係の力を高めるとともに、受け入れる子どもたちの

対人関係の力や人権意識を高めることが大切である。 

  友だち同士の適切なかかわり方を学ぶにはソーシャルスキルトレーニングが有効である。

たとえば、人づきあいのスキルとしてのソーシャルスキル（「ありがとう」「ごめんね」「い

いよ」など）を学ぶことによって人間関係を円滑にすることができる。 

 

２ 学級集団がより居場所のある集団となるためのゲーム 

（１）学級集団の状態を知るためのアセスメント（見立て） 

学級の状態を知るためのアセスメントとして、Ｑ－Ｕを利用した。 

（２）友だちとうまくかかわり、集団が集団として醸成していくための学級集団づくりプロ

グラム 

学級集団で次頁の表の対人関係ゲームプログラムを行った。 

 

＜実施していく上での注意＞ 

・運動量の多いものから始める。 

・楽しいゲーム性のあるものから始める。 

・かかわりの質と量を段階的に高める。 

・段階的にソーシャルスキルを取り入れていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がいのある子どもを取り巻く学級集団づくり 

       対人関係ゲームプログラム 

身体運動反応と楽しいという情動反応を活用し、不安や緊張を起こりにくくするゲーム。対人関

係の動機付けを高め、対人行動の自己効力感を高めることによって、人間関係づくりと学級集団づ

くりに効果をあげている。 

＜対人関係ゲームの種類＞ 

① 係をつけるゲーム  ② 人と協力するゲーム  ③ 役割分担し連携するゲーム  

④ 心を通わすゲーム  ⑤ 折り合いをつけるゲーム  

Ｑ－Ｕ 

「たのしい学校生活を送るためのアンケート（1998）」学校生活意欲尺度、学級満足度尺度からな

る。学級満足度尺度は、児童のいじめや学級不適応の可能性を発見できる尺度として作成された。 

コラム 



 

 
時 

ゲーム ねらい・友だちとの関係 獲得したいスキル 

 
１ 
 

①じゃんけん  ②クッキーゲーム 

③じゃんけんボーリング 
④カモーン（カムオン） 

楽しい経験、友だちを誘う 
・誘われる 
 

お願いします 
みんなおいで 
はいよ 

 
２ 
 

①じゃんけん ②クッキーゲーム 
⑤凍り鬼   ⑥一緒に遊ぼう 
 

友だちを助ける・助けられる 
 

ありがとう 
一緒に遊ぼう 
いいよ 

 
３ 
 

①じゃんけん ②クッキーゲーム 
⑦くわがたゲーム ⑧共同絵画 
 

友だちと楽しさを共有する、 
自己主張（アサーション）する 

入れて 
いいよ 

 
４ 
 

①じゃんけん ②クッキーゲーム 
⑨ありがとうシャワー 
 

集団の中での居心地のよさを
感じる 

ほめる 
認める 
ありがとう 

 

ア 共通ゲーム「①じゃんけんゲーム」「②クッキーゲーム」 

  学級の友だちとたくさんかかわることを目的としている。「じゃんけんゲーム」では、「で

きるだけたくさんの人とじゃんけんをしてください」という教示により、かかわりが増え

ることが期待される。「クッキーゲーム」では、自分のペアがなかなか見つからないことに

より、たくさんの友だちとかかわることができる。合った友だちと座って食べることによ

り、親近感と楽しさを感じることが期待される。 

 

イ 「③じゃんけんボーリング」「④カモーン」 

  ゲームの中で楽しい経験をして、友だちを誘ったり、友だちから誘われたりすることの

良さを感じることを目的とする。獲得したいスキルとして、「お願いします」「みんな、お

いで」「はいよ」をゲームの中で使用する。ゲームの中で、身体を動かしながら友だちとの

かかわりがもてることにより、他者と関わる際の不安が減少していく。 

 

ウ 「⑤凍り鬼」「⑥一緒に遊ぼう」 

  友だちを助けたり、友だちから助けられたりすることや友だちを仲間に誘ったり、友だ

ちから誘われたりすることの心地よさを感じることを目的とする。獲得したいスキルとし

て、「近づいて、目を見て、にっこり笑って」「ありがとう」「一緒に遊ぼう」「いいよ」を

ゲームの中で使用する。友だちとのかかわりが増えることや協力しあうことにより、対人

関係場面における自己肯定感をもつことができる。 

 

エ 「⑦クワガタゲーム」「⑧共同絵画」 

  友だちと楽しさを共有したり、気持ちよく自己主張することで折り合いをつけることを

経験したりすることを目的とする。獲得したいスキルとして、「入れて」「いいよ」をゲー

ムの中で使用する。友だちとのかかわりが増え、友だちとかかわるスキルを体験すること

ができる。 

 

オ 「⑨ありがとうシャワー」 

  友だちから、あたたかい言葉をもらうことにより、学級の中で居心地の良さを感じるこ

とができる。獲得したいスキルとして、「大好きだよ」「ほめる」「みとめる」「ありがとう」

をゲームの中で使用する。友だちからの肯定的メッセージをもらうことにより、自己他者

受容をする中で、学級での居心地の良さを感じることができる。 



 

３ 実践事例 

（１）本時の学習指導案（４時間扱い中の第 1時） 

1 題材名 「クラスの友だちと、もっと仲良くなろう」（学級活動） 

2 本時の主眼 クラスの友だちと仲良くなりたいと思っている子どもたちが、ソーシャス

ルキルを使ったゲームを学級全体で行うことによって、より友だちと楽しくかかわることが

できるようになる。 

3 留意点 ゲームに入れない児童がいたら、相手を探している児童を誘うなどの声をかけ

る。 

4 本時案                        ◇人権教育に関わる留意点 

 学習活動 予想される児童の反

応（○）及び評価（☆） 

教師の指導 Ｔ 備考 

 

導

入 

１ ゲームの

ねらいを確

認する。 

○もっと仲良くなる

ためのゲームだと

確認する。 

・みんなが、友だちともっと仲良くなるため

のゲームをこれから一緒にしましょう。 

１  

展

開 

２ ゲームを

する。 

じゃんけんゲ

ームをする。 

 

 

 

 

クッキーゲー

ムをする。 

 

 

 

 

 

じゃんけんボ

ーリングをす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

カモーンをす

る。 

 

 

 

○たくさんの人とじ

ゃんけんをするだ

ろう。 

 

 

 

○クッキーがあって

食べられることに

うれしさを感じる

だろう。 

 

 

 

○夢中になってゲー

ムをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・楽しんでやる。 

 

○じゃんけんゲーム 

・じゃんけんゲームをします。できるだけ、

たくさんの人とじゃんけんをして勝ってく

ださい。 

・ルールを紙に書いて貼る。 

同じ人と続けてじゃんけんをしないでく

ださい。ただし、同じ人とは２回までじゃ

んけんをしてもいいです。時間は 2分です。 

○クッキーゲーム 

・次に、クッキーゲームをやります。 

先生が、クッキーを割りますので、クッキ

ーを合わせて、合ったペアから、座って仲

良くクッキーを食べましょう。食べている

時は、好きな食べ物の話をしていてもよい

ですね。 

○じゃんけんボーリング 

・チームを 2 つに分けて、先攻と後攻をきめ

ます。守りは、ボーリングのピンになりま

す。ボーリングのピンの配置とは逆に並び

ます。笛の合図で、一斉に走りじゃんけん

をして、最後のキャプテンまで、勝ち抜い

たら 1 点ゲットで、玉をバケツにいれます。 

負けたら、すぐ陣地まで帰って、またじゃ

んけんをしにいきます。 

なるべく違う人とじゃんけんをして、たく

さん勝ちましょう。 

○カモーン 

・次にカモーンというゲームをします。 

みんなで協力するゲームです。グループを

決め、グループの中で 1 人キャプテンを決

めましょう。 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

鉛筆 

カード 

ボード 

・楽しい雰

囲気になる

よ う に す

る。 

 

クッキー 

 

 

 

 

 

 

玉 

バケツ 

 

◇ゲームに

入りづらい

子には、声

をかけるな

どの配慮を

する。 

 

 

◇早く終わ

ったチーム

ばかりでは

なく、時間

がかかった

チームの楽 



 

 

 

（２）授業の様子（全 4回） 

「ジャンケンゲーム」では、夢中になってじ

ゃんけんをして、とにかく勝ちたい、たくさん

の人とじゃんけんをして 1番になりたいという

思いが強い子もいたが、友だちと楽しくかかわ

る中で、授業の終末では「また、みんなとやり

たい」という発言が聞かれた。 

「凍り鬼」では、助けてくれた友だちに、「助

けてくれて、ありがとう」とカードに書いて、

笑顔で手渡す子どもがいた。クラスの友だちは、

「○○ちゃんて、意外と面白いね。」「楽しいこ

とを考えていて、すごいな。」という感想を持

つようになってきた。また、ゲームで使ったスキル「一緒にあそぼう」「いいよ」は、休み時

間に、友だちを誘うときに使われるようになり、発達障がいのある子どもも友だちとかかわ

ることができるようになった。 
 
（３）成果と課題  

Ｑ－Ｕでは、ゲーム実施前に、不満足群にいた子が、友だちとかかわってくる中で、満足

群に位置するようになってきた。ポジティブなかかわりが増えることやゲームの中で経験し

た「楽しい思い」｢助け合い｣「誘い合い」「あたたかい言葉や行為」が「友だちからの受容感」

「学級の雰囲気が変わる」ことにつながった。 

また、日常生活の対人関係にいい影響を与えた。今まで、気づかなかった友だちの良さや

面白さが学級の中で認められ、受け入れる学級全体が、温かく親和的になった。また、友だ

ち同士のかかわり行動が増えてきた。 

学級の中で居場所があることは、自分が自分を好きになり、友だちを好きになり、そして、

クラスが好きになる関係がつくられ、学級での居心地の良さが出てくることにつながる。 

日常生活の中で友だちとのかかわりが増えていくためには、継続した指導が大切であり、

教師が場面を捉えて指導をしていくことが重要である。 
 

（『特別支援教育 教育課程 学習指導手引書（小学校・中学校編）』（長野県教育委員会）より） 
 

＜参考文献＞ 

・「楽しい学級生活を送るためのアンケート「Ｑ－Ｕ」実施・解釈ハンドブック（小学生編）河村茂雄（図書文化社）（1998） 

・「特別支援教育コーディネーターのための対人関係ゲーム活用マニュアル」田上不二夫他編著（東洋館出版）（2007） 

  ○勝ちが続くと喜ぶ

が、負け続けると機

嫌が悪くなる姿も

あるだろう。 

キャプテンのところまで走っていき、じゃ

んけんをします。勝ったら、キャプテンの

後ろを回って、次の人と代わってくださ

い。負けたら、「みんなー、おいでー」と

大きな声で呼び、グループの人は「いいよ

ー」と大きな声で返事をして、つながって

きてください。勝てるまで、続きます。 

・勝ち負けにこだわらないように、ほめの声

がけをする。 

 しさ・充実

感に焦点を

当てる。 

ま

と

め 

３ 振り返り

をする。 

○振り返りカードを

記入する。 

 

・ゲームをやってみて、どんなことを感じま

したか 

・発表させる。 

5  

☆友だちと楽しんでゲ

ームをすることができ

たか。スキルを使うこと

ができたか。 


